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１．研究計画の概要 
本研究は，文科系領域を専攻する学生の

「数学離れ｣「数学力低下」問題を包括的に
克服し確かな学力を育成する一方策として，
その数学的リテラシーの段階的向上を図る
プログラムを開発することを目的とする。 
高等学校以降，数学を受講していない学生に
対して，現実的で臨場感があり，習得主題を
埋め込んである事例を扱う，ケースメソッド
法を基軸にして，減退した学習意欲と数学力
欠如を限られた時間において効果的に補う
複線型プログラムを開発し，そのプログラム
に沿った数学的リテラシー向上の様相を実
践的に明らかにする。 
 

２．研究の進捗状況 
以下４つの課題に着手及び遂行している。 
第一に，基幹校である立命館大学内外にお

ける協力体制の確立と作業課題の設定及び
文科系学生に必須な数学的能力に関して集
積した育成ケースの分析と評価。第二に，文
科系及び理科系を対象とする数学ニーズ実
態のコーホート調査，及び基礎数学観に関す
るベースライン調査の実施。また，諸外国に
おける数学教育研究者とのリテラシー育成
に関する研究情報共有の強化。第三に，数学
的リテラシー向上のベンチマーク設定を検
証する専門家会合の実施と文科系・理数系に
おける特徴的な回答者に対する臨床的イン
タビューの実施。第四に，文科系学生の数学
ニーズ調査結果に適合したプログラム案の
策定，及び国内外で収集したケースメソッド
事例の体系化推進。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

上記４課題について，各々一定の成果を得
た上で，日本科学教育学会，数学教育学会，
近畿数学教育学会，International Conference 
of Educational Research Learning Community 
for Sustainable Developmentの学会に於いて
学術報告を行い，かつ大学紀要でその成果を
論文発表している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
研究最終年度である平成 23 年度は，研究
成果を実践的な形で総括する。具体的には，
特に以下３点について推進する。 
(1) ケースメソッドによる数学的リテラシ
ー向上に関する基礎調査の結果及び実践的
な成果に基づく，上記学会への論文発表。 
(2) 文科系学生の数学ニーズ調査結果に基
づいて策定したプログラム案の実施に伴う，
ケースメソッド事例の最終整理と体系化。 
(3) 本研究にて得た総知見及び資料につい
て最終整理と研究報告書の作成。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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